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1. 本誌 は､物 性 の石汗究 を共 同 で促 進 す るた め､研 究 者 が その研 究 ･意

見 を自由 に発 表 し討 論 しあ い､ また､研 究 に関連 した情 報 を速 や か

に交換 しあ うこ と を 目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます ｡掲

載 内容 は､研 究 論 文 ､研究 会･･国際 会 言義な どの報 告 ､講 義 ノー ト､

研 究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見 ､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュー

ス な どです｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ い て は､原則 と して審査 を行 な い ませ

ん｡イ旦 し､編 集 者 が本 害悪に掲 載 す る こ と を著 し く不適 当 と言忍め た も

の につ い ては ､改言丁を求 め､ また は掲 載 を拒絶 す る こ とが あ ります｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑 誌 に引用 す る と きは､著 者 の承 諾 を

得 た上 で P｢ivate communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰 原稿 用紙 を使 用 し､雑 誌 のペ ー ジ数 を節 約 す るため

に極 力簡輝 に お書 き下 さい 0

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)接 出 して下 さい ｡ ∫

･3. 数式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投 稿 規 定 に準 じ､

立体 …[ M､ イ タ リ ッ ク H_J '､ ゴ シ ッ ク Hw M､ ギ リシャ文字 …ギ''､

花 文字 ､大 文 字 ､小 文字 等 を赤 で指 定 して下 さい｡ 又特 に区 別 しに

くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､Cとe､1(ェ ル)と1(イチ)､xと×(カケ

ル)､ uとV､ †(ダガ-)と+ (プ ラス)､4･と卓とgJと¢等 も赤 で指 定 し

て下 さい｡

4. 数式 は 3行 に わた って大 き く書 い て下 さい｡

5＼ 1行 以 内 に お さま らか ､可 能性 の あ る長 い数 式 等 は 必 ず改 行 の際

の切 れ 目 を赤 で才旨走 して下 さい｡

ノ6. 図 は その ま ま印刷 で きる もの (原則 と して トレー ス され た もの)

しとその コ ピー を本 文 と別 に論 文末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 外 に赤 で指 定 して下 さい｡ 図 の縮F尺 ､拡 大 は致 しませ ん ｡

図 の説 明 を含 め 1頁 (13× 19cd) 以 内 に入 らな い もの ､ その ま ま印

刷 で きない図 は原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 め て いた だ きます ｡

図 中 の 文字 はtl古宇 に いた しませ ん｡ 図 の 説 明 は別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい｡

7. 投稿 後 の原稿 の言T正 は で きるだ け避 け るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 御 希望 の方 は投稿 の際 に50部 以上 10部 単 位 で お 申込 み下 さい｡

別刷 代 は別刷.代金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い､ 別刷 を.受取 っ

て か ら 1ケ 月以 内 に納 め て下 さ い ｡ (郵 便 切 手 に よ る.受イ寸は い た し

ません｡)

9. 原稿 締 切 日は毎 月 5∴日で ､原則 と して次 月発 行誌 に掲 載 され ます ｡
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議 事 録

第8回物性専門委員会 (第 14斯)議事録

出席者 伊達宗行 ､ 安藤正晴 ､ 石井武比古､ 遠藤硲久 ､ 糟 谷 思 控 ､

勝 木 握 ､ 金森腫次郎 ､上村 Iy･.:､ )冊寸 清 ､ .久保亮五 ､

小杯俊一､･ 鈴木増雑 ､ 豊 浜 豊 ､ 晶 帯 洋 介 ､ 中嶋 定植 ､

守谷 亨 ､ LLl胃安定 ､ 禅 薫英

[拍告事項]

1.学術会議絹告 (中嶋)

○ 総会関係

･南ナビザ問題について､かねてよりICSUが日太政府の方針を批判してきた

が､本年 10月 1日以降研究者への規制が韓捺されることとなった0

○運寄関係

･来春の総会 (今賞,q最後の総会)は5月 21- 3 ユ巳の筒に開かれ､2月連合郎

会は3月6日に聞かれることとなった ｡

･各離会から2名ずつ連出された各呂で樵成された将天計膏萎呂会が発足.した｡

今後､移転問題や巴襟対応について議論する｡

･物研連等からの ･｢大型放射光施設に関する串し入れ｣ が粥告害となった . この

申レ入れば､effectiveにはたらいているという近藤会長の発言があった｡

･SSCに関する物研連の見解の案文について選書 メンバーに説tE害したところ､

多 くの質問が出たので､i0月の物伊達で十分討議すると答えておいた｡

･i5那登録学術団体の寄蚕に対する異議串し立てがなされたが､推薦等 宗全決

定どおりとすることとした｡

･｢琵鰐対応に関する小芋罵会拍告｣は外粥か ら利 用 しやすいように作 り蕎すこ

となった｡

･研究者薫成間違鋸こついては､長期的端野 か ら管告萱.Eになることからにかぎって筈

讃することとしたO

･化学研連がNMR装置の設置の有無が各大学の施設の充実度の尺度になるとい
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議事録

う考えを出したが､これは､文部省で注意を惹いている｡

2.物性研i,嘉･告 (守谷､補足一山LFP (安)､石井)

○物性餅を中心とする3号炉に設置された中性子Lij'折装置共同利用の公募につい

て :原研改3号炉の共[=U:_l利用研究が ユ99ユ年度から発足するが､これに関連

■して､これまで､物性韓の他､金研 ､原子力総合研究センター (原盤センター)

の3つあった窓口を 1991年度から､漠絵センター i茅二にしぼることにした

い｡外来諦究呂等委員会で議論 してもらうが､公葉を年 1回にするなどの手続

き上の手直しが必妻である｡

o sR関係 :物性餅がかねてから整備をすすめてきた高エネ研PFリングのBL

- 18の直体表盲銅芳究用電子分光装置を 199i年4-月より共同利用,実験にi#

供することとなった｡ 物性餅は､実験のお世話と､物性餅で備えてきた設備の

メンテナンスのみを行うこととし､公募受付 ･審査､旅費支給､宿舎の世話､

消無品費の負担は高エネ研で行うこととなった｡

OSupercomputerを次の顎算要求の主賛項胃にしたいので､物研連の支持をお 願

いしたい｡

(⊃転出所呂が4名あったが2名の後任が決定 し､残 りは主等考車である｡

3.嘉研報告 (晶帯)

○広大理論餅との合併にともない共同利芦旅費の増弟があったので､新しい使い

方を検討中である｡

○冒襟交流についても､新 しい企画を検討中である. SantaBabaraの ITPとの

協力も 1990年から始める｡

○理論哲との合併後の運営方式 ､人事､大学院､任期性については､現在は ｢暫

定措置｣ で運用中であるが､このままではすまないので､永続的な制度を検討

中である｡たとえば､宇宙分野の石井究著から大学院生をとれるようにという要

望が出るなど､旧来の嘉群のや り方を手直しすべきであるという意見も出てい

る｡

4-.物望三等買会 (長間)

○岐阜の分科会の宗男間中に ｢拡大物性委員会 (あるいは ｢均整グ)し一丁懇談会｣)｣

を開き物性将来計画について議論 した｡ 50名を上官る出席があったが参加者

の平均年鈴がやや高いという印象をもったO絹告は､事務局手引こ出す ｡
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議事録

○今年度天に物性グルーブの登録をしなおL/､ユ00人各呂の王室出にうつる｡

5.ワーキンググループ (WG)享報告 (伊達 ､精谷)

前期の報告のfol】otJuP を行った｡ 中性子関係は､原子炉もパルスも一 応前

期の要望が実現された｡ SRは酉播磨以外は､不透明である｡今後､読みやす

い掃合音を短 くまとめて出したい0

6研究教育E,:I-hr査小委員会報告 (長甜)

前期物研連で設置が決まった標記;要旨会に物性専門委異会からは小杯健一､

長岡子羊介の2名が出ている.研究環境､後撞着養成驚喜 (大学院問是弓)を中心

に危機的状況の調査を行いたいOまずは､既存データを集めて分析 したい｡

[写議事培]

1.物性研各種委員会委員について O

共同利用'施設専門委員会等嵩については百人等昌に選出を依煎することとし､

この場で人事選考協議会要員を連.出したい旨長朽葉崇より提案があり､これを

了承 した｡無記名投票の結果､下記の2名を物性餅に推薦することとなった｡

理論 高 山

実験 小松原武美

2.物性石井supercomputerについて｡

-守谷所長の説明および物性研作成の資料にもとづきfreediscussionをおこ

なった｡

･(負)物性餅のいろいろな要求の中での位置づけについて知 りたい｡- (A)か

ねてより要求 していた中性子関係は､実旗言aiI･J芸が劫きだし､亨篭る ｢施 設 ｣ の要

求は実験設備の設置完了後､強力に獲遷したい｡ 当面の要求は､この super-

computerと新物質開発計画の設置と人員､客員那門 (種類物性および新物質li'･::

発)である｡

･計算物性物理の研究者は増えておt')､superco粧し托erの諾要は急増 している. 中

堅の研究者は他分野の研究所などのsuperco叩uterを使わせてもらう等苦心 LJて

いるが窮状にあり､物性専侍のものを是非ほしいo 置 くとしたら､物性群以外

にはない｡

･いいチャンスだから是非協力したい｡
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議事録

以上のような議論ののち､翌日の物詳嘉で支持を求めることとし､運箸等で

の議論の準備は物性餅で行うこととした｡

3.科研費分科好日の改定について｡

守谷委員より､科研費分科細目を増やせる見通 しがあること､原子核専門委

員会と物理学一般専門要員会は錨冒増を考えていないので､物性の関係の綿tEj

増は要求すれば通る可能性のあることが報告されたO 分別 の方法についてをま､

いろいろな言薫論があったが､

(A)

LH体物性 Ⅰ(光物性 ､半導体等)

直体物性 Ⅱ (磁性､金属､低濃等)

物性一般 (基礎理論を含む)

(B)

L6T体物理

電子物性

物性一般

の2案がまとまり､出席■委員の意見分布を求めたところ (A)案を好ましいとす

る委員 14名､ (B)案を好ましいとする委員9名であった｡この議論過程を考

謄 して､守谷委員が物性専門委員会の希望を伝えることとなった｡

4.SSC問題 ｡

久傑物研連委員長のまとめた ｢見解 (案)｣について､以下のような議論が

出た｡

･政治決着を警戒する必要がある｡

･ ｢見解｣の最後の ｢要約｣の (1)を見 ると物石井連は基本的にはSSCを支持

すると言いきっているようだがーこれでよいのか ｡

･この部分が一人歩きしたら宮るのではないか｡

以上のような議論ののち､翌日の物研連で ｢見解 (案)J､について議論を継

続することとした｡

5.次期物伊達について ｡

今期 と同じ手続きで委員を選出することとした｡

以上
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プレプリン ト案内

〔東京大学理学部 和田研究室〕

1712

T. Kishi,K. Kubo,
A VariationalEstimation of the Ground StateEnergy of the
Fr･ustrated HeisenbergModel

1713
K. Kubo, T. Kishi,
Ord(I,ring dtle Lo Quantum Fluctuations in theFrustrated
HeisenbergModel

1714

M. Ogata, T. Sugiyama , H.Shiba,
Magnetic Field Effect s on Co rrelation Fun ct ions in
C)ne-Dimensional Stron gly Cor related Hubba rd Mod e l

1715

T. Pruschke, H. Shiba,
Correlation Functions andCriticalExponents in OneDimensional
Anisotropic t-∫ Model

1716

S. Stafstrom,
SoliLon-Impurity Interaction in Heavily Doped
trans-Polyacetylene

1717

C.L.Wang, G,L,Gu,Z.B.Su,L Yu,
Lattice Relaxation Studies ofPolaron andExciton Dynamics in
M-X Chains

1718
R.M.Noack,D.I. Scalapino,R. T. ScaleHar,
Charge Density Wave andPairingSusceptibilities in a Two
Dim(〕nsioJlalElectron-PhorlOn Model

1719

A. Moreo, D. ∫. Scalapino,
The Two-DimensionalNegative-U HubbardModel

1720

S. Takagi,
Quantum DynamicsandNon-inertialFrame off‡eference
I一一Generd1ity一一

1721

R.M.Fye,M.I. Martins,D.I. Scalapino,J.Wagner,帆 Hanke,
Scaling of theDrudeWeight forOne-DimensionalHubbardRings
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プレプリン ト案内

1722
S. Takagi,
Quantum Dynamics andNon-1nertialFrames ofReference.
ⅠⅠ一一一一Harmonic Oscillators一一

1723
Y.Hatsugai,M. Kohmoto,Y.-S. Wu,
Anyon≦ on a Torus:BraidGroup, Aharonov-Boわm Period and
Nurnr･3ricalStudy

1724
Y.Nogami,ll. Kaneko,li. Ito,T. Ishiguro,T. Sasaki, N. Toyota
A. Takahashi, ∫. Tsukamoto,
Low temperature electricalconductivity ofhighly conducting
polyacetylene in magnetic field

1725
T. Tsuzuki,
A Method ofFindingTllermalAverage by DifferentialOperation

1726
A. Tokumitsu,冗. Miyake,冗.Yamada,
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物性研究 55-4(1991-1)

｢修 士 論 文 ｣ 募 集

掲 示 板

本誌では､今年の修士論文を､2,3編選び全文掲載 したいと思います｡.学

術的に価値の高いもの､研究内容がユニークで面白いもののはか､研究は完成

していないが今後に興味ある問題提起を含む ものや､Review的な力作など特色

のある修士論文を投稿 して下 さい｡原則 として日本語で書かれたものを受け付

けます｡掲載の可否については編集部に御一任下 さい｡

1.募集締切 :1991年 3月末 日

2.自薦､他薦は問わない｡

3.論文のコピーを二部お送 り下 さい｡できるだけ､そのまま写真印刷でき

るワープロ原稿を歓迎 します｡その場合､図や写真は文中該当箇所に入

れて下 さい｡

4.枚数制限は特にありませんが､で きるだけ簡潔なものを希望 します｡

枚数の多いものは､縮めていただ く場合があります｡

5.採用､掲載 された論文の著者には別刷 50部､無料で差 し上げます｡

｢講 義 ノ - ト｣ 募 集

本誌では､大学院特別講義の ｢講義ノー ト｣を募集 します｡これまで一部の

大学に限 られていましたが､枠を広げ全国の大学で行われる物性関係の興味あ

る講義のノー トを掲載 したいと思います｡つきましては､関係各位の方々に講

義 ノー トの作成について御尽力をお願い します.

通常､大学院生にノー トをとっていただき､講師のチェックの後､掲載 して

います｡ 講師には別刷 50部を寄贈 し､ノー ト作成者には薄謝 と別刷 20部程

度を差 し上げています｡講師の了解などはこちらで交渉致 します｡また､退官

記念講演なども､歓迎 します｡内容 と記録の可能性を考慮 して､ご推薦 もしく

はご投稿下 さいますようお願いします｡

- 4 9 5 1



掲示板

科 研 費 総 合 研 究 - - 般 研 究 の

幸艮告 書 の 転 載 古こ つ もヽて

｢物性研究｣では､科研費総合研究及び一般研究の報告書を本誌に転載 した

いと思います｡研究成果報告 として､立派な報告書が作成 されても､限られた

部数が関係者のみに配布される状況では､誰 もが手軽に見ることが出来ません｡

また､そういった形の報告書は四散 して失われる危険 も大 きく､本誌のような

定期刊行物に掲載 されれば､公開､保存のいずれにおいて も意味があります｡

つきましては､ご投稿あるいはご推薦下 さいますようお原糾＼します0

既に印刷済みの報告書 2部を､転載を希望される部分を明示の上､お送 り

下 さい｡別刷はお渡 ししないことになっておりますが､もし希望の場合は､部

数をご連絡下 さい｡詳細は､本誌編集部までお問い合わせ下 さい｡

〒606 京都市左京区北白川追分町

京都大学 湯川記念館内

｢物性研究｣刊行会

TEL.(075)753-7051
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掲示板

1. 公 募 人 員 : 教 授 1 名

2. 担 当部 門 : 物 性 理 論 講 座

3. 専 門分 野 : 物 性 理 論 及 び統 計 力 学 の 広 い分 野

4. 着 任 時 期 : 決 定 後 で き るだ け早 く

5. 提 出書 類 : (1)履 歴 書

(2)研 究 業 績 リス ト

(研 究 論 文､ 国 際 会 議 招 待 講 演､ 総 説､ 著 書 に 分 け､

そ れ ぞ れ年 代 順 に)

(3)主 要 論 文 別 刷

(10編 以 内､ 研 究 業 績 リ ス トに○を 付 け る)

(4)研 究 業 績 の概 要

(5)着 任 され た場 合 の 研 究 計 画

(6)他 薦 の場 合 は 上 記 内 容 を 含 む推 薦 書､ 自薦 の場 合 は

本 人 に つ い て 所 見 を 求 め 得 る人 2名 の氏 名 と連 絡 先

6. 応 募 締 切 : 平 成 3年 5月 1 5日

7. 書 類 提 出 先 及 び 問 い 合 わ せ先 :

〒 8 1 2 福 岡 市 箱 崎 6- 10- 1

九 州 大 学 理 学 部 物 理 学 科

川 崎 恭 治

(電 話 092- 641-1101 内 線 4152)

8. 封 書 に ｢応 募 書 類 在 中 ｣ と朱 書 す る こ と
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編 集 後 記

昨年どういう回り合わせか外国出張が多く､年間の半分近 くを国外で過 ごすことに

なってしまったので編集会議もほとんど出席する機会がありませんでした｡日本に帰って

いる間とも2人の外国人の研究者が短期間ですが我 の々研究に参加 してくれたりしたもの

ですので諸外国と比較して日本における国際間の共同研究の体制について考えさせられる

機会がありました｡又､最近の日本物理学会誌に日本に滞在 している外国人が執筆した､

長期滞在者による語学 (日本語)研修の問題 (1990年 9月号)や､日本の研究体制につ

いての批判 (1991年 1月号)などが掲載されています｡極東の国日本も最近の経済の発

展とも相侯って､国際化が急速に進んでいます｡結果的には若い第-線の研究者が来てく

れれば日本の研究の活性化および国際化にとってこの上ないことです0

このような状況下にあって受け入れ側としての我々の問題点がいくつかあるように思

われます｡最も重要なことは受け入れ側の日本の研究環境やアクティビティが高いという

ことでしょう｡特に日本でボス･ドクをやろうとしている若い研究者にとって研究成果が

将来を決める上で大変重要なものです (おまけに本国とのいわゆるコネも薄れるでしょ

う)｡卑近な例ですが､貿易黒字大国として有名な日本の大学の設備の悪さは西欧の人間

にとっては信 じられないと去った感じで､最近来たオランダの Walravenさんなどは物

理教室の薄汚れた建物と校内に所狭 しと駐車している自動車の写真をとって ｢帰ったらみ

んなに見せないと｣と云っているのにはまいりました｡おまけに院生は ｢屋上にペンペン

草も生えているしな｣とつけ加えていました｡

次に気になることは日本人の英語力の問題です (私自身 も英語には困っていますが)｡

日本の英語教育を教育とは考えずに生きていく上での生活技術と割り切って取 り扱ってほ

しいものです?大学院の教育も一部英語でやると良いように思います (大学教育は日本で

やるのが良いと思いますが)｡

外国人の滞在期間は､長い人で1､2年､多くの場合数カ月といったところです｡従っ

て研究の実をあげる上で来日前の研究打ち合せや帰国後の研究の継続が重要です｡招-い

を色々なところに申請しても採択されるかどうかもわからず結果がわかるまでずい分長い

時間がかかります｡このような状況では真面目に計画する気がしないというのが本音で

す｡特に先の予定があまり立たない若い研究者にとって､ボス･ドクの職などは､よほど

タイミングが良くないと応募が難 しいことでしょう｡受け入れ研究者側にもっと自由度を

与えてはしいところです｡

気になることを思いっくままに2､3書き出してみました｡これから先､研究室規模

で直面する問題であるように患いますが､いかがお考えですか｡

(T.M.)
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会員規定

個 人 会 員

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ます ｡ した が って､ 3月未 ま

で に な るべ く 1年 間分 会 費 を御 支払 い下 さい ｡

な お新規 入 会･お申込 み の場 合 は下 記 の会 費 以外 に入 会 金 と し

て､100円 お支払 い下 さい｡

1年 間 の 会 費

lstvolume (4月号 ～ 9月号 ) 4,200円

2nd volume (10月号 - 3月号 ) 4,200円

･計 8,400円

(1年 分 ま とめ て お支払 い が困 難 の 向 きは lvolume 分 ず つ で も

結構 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :在 るべ く振 替 用紙 を御 利 用 の上 御納 入 下 さい｡

(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現 金 書留 は御遠 慮 下 さい)

なお通信 欄 に送 金 内容 を必 ず 明̀記 して下 さい｡

雑 誌 購 読 者 以外 の代理 人 が購 読 料 を送金 され る場 合 ､ 必 ず会 貞 本

人 の名 前 を明言己して下 さい｡

3. 送 本 中止 の場 合 :次 の volllmeよ り送 本 中 止 を希望 され る場 合 ､

か 在 らず､｢退 会届 ｣ を送 付 して下 さい｡

4. 会 費 の支払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と して は､正 当 な理 由 を く 2

vols.以 上 の会 費 を滞納 され た場 合 には､送 本 を停 止 す る こ とに な

っ て い ます の で御 留 意下 さい｡

5･ 一 顧 本 を受 け る場 合 '･個 人 宛 送 本 中 に大 学等 で一括 配 布 を受け
る様 に な った場 合 は､ 必 ず ｢個 人宛 送 本 中止 ､一括 配 布 希望 ｣ の 過

知 を して下 さいO逆 の場 合 も同 様 です .

6. 送 本 先 変 更 の場 合 :住 所 ､勤 務 先 の 変更 等 に よ り送 本 先 が変 った

場 合 は､必 ず送 本 先変 更 届 を接 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所 専 横≡関 会 員

1. 会 費 :学校 ･研 究 所 等 で の入 会 及 び個 人 で あっ て も公 費払 いの と

きは機 関会 員 とみ な し､代金 は ､ 1冊 1,300円 ､ 1Vol.7,800円､

年 間 15,600円 で す｡ この場 合 ､入会 金 は不 用 で す ｡ 学校 ､研 究 所 の

会 費 の支払 いは後 払 いで も結構 です｡ 入会申 込 み を され る時 ､支 孤

い に言清求 ､ 見積 ､納 品書 が各何 通 必要 か をお知 らせ 下 さい｡

な お､ 当会 の請 求 書類 で は支払 い がで きな い様 で した ら､貴 校 ､

貴 研究 機 関 の請 求 書類 を送付 して下 さい ｡

2. 送 本 中止 の場 合 :発 行途 上 に あ る volumeの途 中送 本 中止 は認 め

られ ませ ん｡退 会 され る場 合 には ､ 1ケ月前 ぐらい に中止 時 期 を明

記 して ｢退 会 届｣ を送付 して下 さい｡

雑 誌 未 着 の場 合 :発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に 当会 まで ご連 絡 下 さい ｡

物 性 研究 干1日手合

〒606京 都 市 左 京 区北 白川追 分町 京都 大 学湯 川 記念館 内

℡ (075)753-7051 722-3540
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